
【参考資料】 平成２1年度 実績報告（飛騨市森林組合）

作成日：平成22年4月30日
施業集約化 計画 実績 達成率 今後の対応 備考

数量 194ｈａ 56ha 28.9% H22予定：174ha

いつ 9月～12月 9月～2月

年間を通じて森林所有者に対する
働きかけを行うが、調査・選木を実
施し、提案書の作成次第施業同意
を得る。

秋期の組合受注量との労務
調整不調、大雪

誰が
施業集約化担当：
松井 浩樹 外

施業集約化担当：
松井 浩樹 外

森林組合職員の担当者を中心に
森林所有者への働きかけを強化す
る。

どういう方法で

広報誌への掲載
個別訪問
現地説明会（地域
座談会）

各森林施業組合
への働きかけ
個別訪問
現地説明会
（地域座談会）

組合広報誌や総代会資料に掲載し
てプロジェクトのＰＲを行う。
個別訪問以外に現地説明会を開
催して施業集約化を推進する。

下刈・除伐 計画 実績 達成率 今後の対応 備考
数量 3ha 0ha 0.0% H22予定：7ha 調査の結果対象林分なし。
いつ ７月～９月 7月～8月

誰が
森林整備担当：
松井 浩樹

森林組合

どういう方法で
適期に実施し植栽
木の生長を促進

適期に実施し植栽木の生長を促進

切捨間伐 計画 実績 達成率 今後の対応 備考
数量 65ha 14ha 21.5% H22予定：130ha 人工林のみ
いつ 9月～2月 10月～2月 年間を通じて切捨間伐を行う。

誰が
森林整備担当：
松井 浩樹

森林整備担当：
松井 浩樹

飛騨市森林組合

どういう方法で
未成熟または搬出
困難な箇所を切捨
間伐

未成熟または搬出
困難な箇所を切捨
間伐

前年度の遅れを取り戻すため、組
合事業の中心と位置付けで実施す
る。

利用間伐 計画 実績 達成率 今後の対応 備考
数量 20ha 16ha 80.0% H22予定：30ha

いつ 10月～３月 9月～３月
2年目となり、年間を通じて素材生
産・販売し、目標数字を達成する。

誰が
林産担当：沼田克
也

林産担当：沼田克
也

飛騨市森林組合

どういう方法で

既設道に加え、対
象林分への作業
路の開設を行い利
用間伐

既設道に加え、対
象林分への作業
路の開設を行い利
用間伐

対象林分への有効な作業路を開
設して利用間伐を行う。

作業道開設 計画 実績 達成率 今後の対応 備考
W=3.6m、L=300m W=3.6m、L=257m 85.7%
W=3.0m、L=1，200m W=3.0m、L=1，218m 101.5% H22予定：2,500m

計 L=1,500m 計 L=1，475m 98.3%

いつ 9月～１１月 ９月～１１月
できる限り早期に開設を行い、降
雪期間前に搬出作業を終える。

誰が
飛騨市森林組合直
営、ひだ・林業建設業
森づくり協議会

飛騨市森林組合直
営、ひだ・林業建設業
森づくり協議会

直営とともに林建協働事業として、
継続していく

どういう方法で
一部路線を協議
会へ下請発注

一部路線を協議
会へ下請発注

組合はオペレータの養成、施工は
建設事業者との協議を行いながら
実施

数量



2チーム（3人/班）

244日

5.67m3/人・日

年間素材生産量 計画 実績 達成率 今後の対応 備考
モデル団地内 2,000ｍ3 1,678ｍ3 83.9% H22予定：3,000m3
モデル団地外 3,900ｍ3 6,626ｍ3 169.9% 集約化モデル団地を設置
合計 5,900ｍ3 8,304m3 140.7%

達成度検証方法 今後の対応

計画された集約化施業団地での施
業提案件数と承諾・実施件数

森林施業プラン作成教育を
行い、実践できるよう育成す
る。

森林所有者への聞き取り調査
年1回

組合広報誌や総代会資料へ
の掲載、事業が完成後各モ
デル林に看板等を設置して
引き続き周知を行う。（3箇
所）

研修の開催回数

森林整備と林産との施業に
対する共通認識が必要なた
め、現場での研修会を合同
で行い、プロジェクト全スタッ
フの技術向上を目指す。年
度当初に1回

試験区域を設定し、施工の効果を
検証（年１回）

試験区域での結果を飛騨市
や地元施業組合等へ
報告し、啓蒙を図る。

素材生産 内容新規チーム設立(H21)

上記のほか、プロジェクト推進のために講じる具体的取り組み

主伐・間伐

計画 実績

素材生産費（円／㎥） H21計画（実績） 車両系：9，500（8,300）円/m3

素材生産チームの人員数（人）

素材生産性（㎥／人・日）

実施前 → 実施後
- （Ｈ２1）実稼働日数（日）

伐倒、枝払い、玉切り：ハーベスタ１台、プロセッサ１台、チェン
ソー → 木寄せ：グラップル１台（0.45）、グラップル付きフォワー
ダ → 搬出：フォワーダ１台（6t） → 造材：ハーベスタ、チェン
ソー → 積込：グラップル（0.45） → トラック（7t、その他）

新規構築作業システム（機械の組合せ、種類・規格・台数）

天然林施業効果の実証（毎年）
H21年度は候補地が決まらず
未施工

森林施業プランナーの育成
岐阜県の施業プランナー養
成基礎研修に1名が受講し
た。

プロジェクトの組合員、一般市民に対
する周知

・総代会資料への掲載（1回）
・組合員を対象に現地説明会
を開催（2回）
・地域座談会の開催（6回）
・飛騨市森林審議会への説
明会（承認）
・飛騨市森林推進連絡協議
会での周知（年２回）

森プロスタッフの技術向上を図るため
の研修会の開催

・森プロ団地内で森林組合の
技術者を対象に間伐に研修
会を開催（造林１回、林産１
回）
・森林研究所より横井部長を
招き、天然林施業についての
現地研修会を実施（１回）
・飛騨高山森林組合の森プロ
団地で現地研修会（2回）


